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度」とは, 少ない試行で正しい結果を得られるシミュレーションを行えるかどうかの指標である.  
強豪囲碁プログラムである Crazy Stone は, 学習した囲碁の特徴をシミュレーションで活用す
ることによって大きく棋力を向上させた. Crazy Stoneの作者 Rèmi Coulomは, Elo ratingの概










ところ, MM法と同等の結果が得られた. また, GnuGoとの対局実験においても, 考案手法はMM
法のプログラムと同等の勝率であった. 考案手法によってMM法と同程度のシミュレーション精
度を実現できる可能性があることを示した.  
 
